
八 月 十 五 日

フランシスコ・ザベリオ 日野 武満 神父　

広報 　なかわだ

中和田教会に赴任して三ヶ月が経過しました。

荷物の整理、本棚の整理等で手首がケンショウエンという病気になり少々手間取っています。

梅村司教様による堅信式も終わり、少々気持ちのゆとりも出てきたので近くの本屋さんを覗いてみました。

八月号文春を購入しましたが、第二次世界大戦終結については何も書かれていませんでした。

八月十五日は日本は終戦記念日として、また教会は聖母マリア

の被昇天祭としてお祝い日です。

第二次世界大戦後平和が続き、焦土化した日本を経験した人々

も後期高齢化の年代を迎え、あまり語ることもなくなりました。

まだ整理されていない本棚に柳田邦男著「マリコ」、寺崎太郎

著「れいめい」、Ｌ・モズレー著「天皇ヒロヒト」。

日米開戦、第二次世界大戦終結までの外交記録に寺崎英成、妻

グエン、娘マリコまた兄の外交官寺崎太郎、妻清子（戦後小田原

在住、山手教会墓地埋葬）のことなど毎年八月を迎えると戦争の

記憶がよみがえります。

注：故宮下神父様は寺崎太郎家族と親交がおありだったとのことです。

  ８月の予定
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－ １ －

典
礼
こ
よ
み
（
八
月
）

日 曜 典　　　礼 ミ 　 サ 備    　　  考

1 金 初金ミサ (  9:30)

3 日 年間第 18 主日 主日ミサ (  9:00)

6 水 主の変容（祝日） 祝日ミサ (  9:30)

8 金 週日ミサ (  9:30)

10 日 年間第 19 主日 主日ミサ (  9:00)

15 金 聖母被昇天（祭日） 祭日ミサ (  9:30)

17 日 年間第 20 主日 主日ミサ (  9:00)

22 金 週日ミサ (  9:30)

24 日 年間第 21 主日 主日ミサ (  9:00) 子どもと共に捧げるミサ

27 水 聖モニカ記念日 祝日ミサ (  9:30)

29 金 週日ミサ (  9:30)

31 日 年間第 22 主日 主日ミサ (  9:00)

The assump ti on of  BVM   (M ate o Crez o I I ,  1650)

教会委員会、信徒の会例会、要理学校

などはお休みです。



－ ２ －

三浦海岸教会と三浦修道院を巡礼しました！

教 会 は 「 み ん な の 家 」

－ イエス・キリストの教えを広めたい －

毎年クリスマスになると馬小屋の飾りつけをしてくださる高田栄一（ジュオン・テー・ビン）さん
（５５才）にお話を伺いました。

▲ベトナム戦争終結後ボートピープルとなって日本に難民として受け入れられた経緯を教えてください。

→１９７６年、ベトナム戦争が終結した時１７才でした。戦争に負けたが、その後は国の役に立とうと軍隊に入
隊しました。しかし軍隊は国のためになるというよりは一部の上層部のためにあるだけで国民に何の役にも立た
ないと強く感じました。また同期で入隊した人たちは昇進するのに私は全く昇進できなかったのはクリスチャン
だからだと思いました。将来に少しも希望が見つけられず軍隊を逃げ出し、友達や親せきの家を数か月転々とし
ていましたが見つかれば脱走兵として処刑されたと思います。１９８２年６月１２日ボートに乗って国外に脱出
しました。小さな船に９９人乗って殆ど食べるものもないまま４日目にクエートから日本に向かう貨物船に助け
られました。船長はイギリス人で（当時３４歳）本社の命令に背き首を覚悟で私たち９９人全員を貨物船に乗せ
てくれました。後にその船長はすぐに首になったそうです。今私たち仲間はその船長を探し出してお礼を言いた
いと思っています。

▲日本に着いてからのことを教えてください。

→日本に着いて初めて身の安全を感じました。最初に長崎の大村センターで定住先の希望を日本としたので品川
救援センターに送られました。そこでは日本の生活に慣れるため言葉や文化、習慣の勉強をしました。そして信
者仲間に出会い聖歌隊の活動を通して星川さんや妻とも出会いました。センターを出て最初に就職したのは高田
工業株式会社でした。５年間勤めました。帰化するときの姓はこの会社にちなんでつけました。日本の生活にな
じむまで大変なこともたくさんありましたが、星川さんをはじめ教会の信徒仲間と
助け合えたことは日本で生きていく上で大きな力となりました。

▲末っ子の南君（１３才）に同席していただいていますが、４人のお子さんたち
にはどんなことを伝えてきましたか、また伝えたいですか？

→日本に住んで日本の勉強を頑張ることは当たり前のことだが、ベトナム人としてベトナム語を聞いて話すこと
ができなくてはいけないと考え、家ではベトナム語で話しています。将来世界に出ていったとき日本語はもちろ
ん、ベトナム人として誇りを持ってベトナム語を話してほしいし、できれば英語も話せるようになってほしい。
毎晩のお祈りは必ず家族そろって今日無事に生きられたことを神に感謝し祈っています。

▲今後中和田教会共同体にどんなことを期待していますか？

→教会は「みんなの家」です。日本にはクリスチャンが少ないし、若者は特に少ないですね。もっと日本人にこ
の素晴らしい「イエス・キリストの教え」を広めたいですね。もちろんキリストの教えに従って正しく生きよう
とすることも大切ですが、もう一つ大切なことは、信徒が外に向かって人に知らせていかないと信徒は増えませ
ん。そのため降誕祭の期間一週間ぐらいはイルミネーションで教会の門を飾って「イエス・キリストの誕生日」
のお祝いをお知らせしたり、復活祭には近所にビラを配ったりして多くの人を教会に誘って「イエス・キリスト」
に出会う喜びを伝えたいですね。

～ 中和田の風 ～

聖母訪問会三浦修道院を訪ねて

畳敷きの聖堂で集合写真。

心温まるおもてなしを頂きました。

少しスリムに

なられた小林神父様

7 月 15 日、5 台の車に分乗し、総勢
26 人で三浦海岸教会と聖母訪問会三
浦修道院を訪問致しました。 天気も
良く、三浦半島の美しい海岸線を
ドライブする大変楽しい巡礼となり
ました。			 

（岩渕 英介）



７月６日に梅村司教様をお迎えして堅信ミサがささげられ、６名の方々が堅信の秘跡を受けられました。

転勤族の我々が中和田教会に来て３年が経ちました。

先日、一緒に勉強してきた 5 人の仲間と、長女あゆみの堅信を無事行うことができました。神父様、指導してく
ださった井上先生をはじめ、いつもながらの美味しい手料理と暖かい心つくしのお祝いもしていただき、感謝の気
持ちでいっぱいです。ありがとうございました。

堅信式の司教様のお説教で、アベマリアの歌詞の説明は心に残りました。マリア様をたたえた、gratia plena　た
くさんのお恵み、お恵みとはいえ、司教様は、マリア様がイエズス様を育てられた中で、いろいろ苦労もおありだっ
たのではとのお話しでした。

私も 4 人の子供がおります。沢山のお恵みを頂いたといえます。教会暦とは全く関係なく行われる学校行事やク
ラブ活動、おけいこ事の中で日曜日に教会に来ることは簡単ではありません。また、わが子を初聖体～堅信と一人
前の信者？に導くのはかなりのプレッシャーです。私自身は学生時代に受洗したので、幼児洗礼ではないのでなお
さら戸惑いました。

それでも、泣き部屋で子育て中のお母さんたちと励ましあいながら、教会に来られない日、
疲れてこられない時は、神様ごめんなさい、といいながら、何とかここまでやってきました。
教会の中でもたくさんの励ましや、優しい言葉をかけていただきました。

来年は末っ子の初聖体の勉強が始まります。じっと座るのが苦手なやんちゃ坊主、前途
多難？引き続き皆様のあたたかい励ましをよろしくお願いいたします。子育てが終わった
ら、私もイタリア巡礼の旅に参加したいです。

（ 硲
はざま

 ひとみ ）　

堅 信 式 を 終 え て

－ ３ －

受 堅 者 の 皆 さ ん 、 お め で と う ご ざ い ま す ！

楽しい、嬉しい。

山本直美さん

無事堅信式を受けられて
良かった。

石崎直樹君

緊張した。これからも頑張っ
ていきたい。

硲あゆみさん

堅信式までは色々あったけど最後は
無事に成功した。ほっとした。

フｲンタン ヒー君

すごく緊張した。勉強は楽しかった。

武田華さん

堅信式を受けられてとても良かった
と思いました。

保科貴大君



－ ４ －

（
文
中
敬
称
略
）

＜

７
月
13
日
（
日
）　

13
名
出
席 ＞

■
日
野
神
父
様
の
お
話

・
中
和
田
教
会
に
来
て
そ
ろ
そ
ろ
三
ヶ
月

に
な
り
ま
す
。
少
し
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

昨
日
は
二
階
が
35
度
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
朝
は
27
度
に
下
が
り
良
か
っ
た
で
す
。

皆
さ
ん
も
身
体
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。
子
供
さ
ん
た
ち
も
夏
休
み
に
入
り

ま
す
が
、
夏
期
学
校
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
報
告
事
項
・
そ
の
他

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

８
月
は
各
種
委
員
会
、
信
徒
の
会
、
レ

ジ
オ
、
聖
書
の
会
お
休
み

・
お
知
ら
せ
：
三
浦
海
岸
教
会
出
身
の
神

学
生
、
夏
休
み
の
一
時
宿
泊
先
と
し
て

中
和
田
教
会
に
依
頼
が
あ
る
の
で
引

き
受
け
ま
す
（
日
野
神
父
様
）

■
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
報
告

●
典
礼
（
大
宮(
智)

）

・
典
礼
こ
よ
み
確
認

●
財
務
（
甲
斐
）

・
６
月
の
会
計
報
告
→
神
父
様
の
引
っ
越

し
に
伴
う
支
出
が
あ
っ
た

・
愛
の
献
金
→
「
広
報
の
日
」
に
献
金
し
た

・「
四
旬
節
の
愛
の
献
金
」
→
カ
リ
タ
ス

ジ
ャ
パ
ン
よ
り
報
告
が
あ
っ
た

●
宣
教
（
井
上
・
石
井
（
洋
））

・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
：
８
月
８
日
（
金
）
～

10
日
（
日
）
星
美
ホ
ー
ム
山
中
林
間
寮

５
名
参
加
予
定

・
湘
南
キ
リ
ス
ト
教
セ
ミ
ナ
ー
：
大
船
教

会　

11
月
頃
、
講
師
調
整
中

・
第
47
回
横
浜
教
区
一
粒
会
大
会
：
９
月

23
日
（
火
・
秋
分
の
日
）

＊
テ
ー
マ
：
神
様　

わ
た
し
を
お
使
い

く
だ
さ
い

参
加
希
望
者
は
掲
示
板
の
申
込
み
用
紙

に
記
名
し
て
く
だ
さ
い
。
今
年
も
バ
ス

を
用
意
し
ま
す
。

・
中
高
生
会
（
未
定
）

・
泉
区
民
ク
リ
ス
マ
ス

今
年
も
会
場
が
確
保
で
き
な
か
っ
た

が
、
外
に
向
か
っ
て
ア
ピ
ー
ル
を
し
て

い
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
詳
細
を
検
討

し
て
い
く
。
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
日
野
神
父
様
。

●
要
理
（
保
科
）

・
堅
信
式
を
受
け
た
お
子
さ
ん
の
お
母
さ

ん
方
か
ら
準
備
す
る
た
め
に
集
め
た

費
用
の
残
金
が
教
会
に
寄
付
さ
れ
た
。

・
夏
季
学
校　

７
月
27
日
（
日
）
子
供
の

ミ
サ
後
に
予
定
し
て
い
る
。

●
営
繕
・
建
物
（
福
島
）

・
神
父
様　

１
階
台
所
隣
の
部
屋
、
図
書

室
化
（
本
棚
の
移
設
・
設
置
）
完
了

２
階
本
棚
設
置 

（
個
人
寄
贈
の
も
の
）

・
屋
根
の
雨
音
対
策
→
今
後
も
改
善
が

必
要

・
夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
の
騒
音

→
苦
情
を
申
し
立
て
た
が
、
す
ぐ
に
対

応
で
き
な
い
よ
う
な
の
で
、
教
会
独
自

で
負
担
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
交
渉

す
る
。

●
福
祉
（
楠
田
）

・
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
：
お
米
、
梅
干
し
、

じ
ゃ
が
い
も
を
届
け
た

●
総
務
（
岩
渕
（
英
））

・
新
し
い
地
区
別
の
電
話
帳
を
作
成
、

配
布
し
た
。

●
行
事
（
武
石
・
岩
渕
（
洋
））

・
堅
信
式
：
パ
ー
テ
ィ
の
振
り
返
り

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
は
準
備
し
や
す
く
、

参
加
す
る
側
も
参
加
し
や
す
か
っ
た
。

周
り
の
椅
子
を
増
や
し
て
座
る
場
所

を
も
っ
と
増
や
し
た
方
が
よ
り
料
理

が
取
り
易
く
な
る
。

料
理
の
内
容
が
豊
富
で
素
晴
ら
し
か
っ

た
。
参
加
者
が
も
っ
と
残
っ
て
く
れ
る

と
良
い
。

・
敬
老
の
お
祝
い
：
９
月
14
日
（
日
）、

９
月
の
委
員
会
は
13
日
（
土
）
10
時
よ
り

お
祝
い
に
該
当
す
る
方
は
今
年
新
た

に
４
名
加
わ
り
総
数
51
名

８
月
末
ま
で
に
総
務
で
招
待
状
を

作
成
し
、
手
渡
し
出
来
な
い
方
に
は

発
送
す
る
。

新
４
名
の
方
に
は
お
祝
い
の
品
を
準
備

し
新
集
会
室
に
て
茶
話
会
を
す
る
。

ま
た
参
加
者
全
員
に
神
父
様
作
成
の

御
絵
を
渡
す
。

・
今
後
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
新
地
区

割
り
に
て
分
担
し
て
頂
く
。

●
広
報
（
今
井
）

・
原
稿
依
頼
（
７
月
23
日
締
切
）

●
信
徒
の
会
（
岩
渕
（
英
））

・
７
月
15
日　

三
浦
海
岸
教
会
訪
問

■
討
議
報
告
事
項

・
納
涼
祭
→
準
備
す
る
側
の
負
担
が
大
き

い
こ
と
か
ら
今
年
は
お
休
み
と
す
る以

上 

次
回
委
員
会　
　

９
月
13
日
（
土
）

委
員
会
だ
よ
り

７
月
20
日
、
25
名
の
方
々
の
ご
出
席
を
頂
き
、

信
徒
の
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

７
月
委
員
会
の
状
況
報
告
、
三
浦
海
岸
教
会
・
三

浦
修
道
院
巡
礼
の
写
真
配
布
・
会
計
報
告
等
の
後
、

岩
崎
さ
ん
が
最
近
お
読
み
に
な
っ
た
、
教
皇
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
使
徒
的
勧
告
『
福
音
の
喜
び
』
と
い

う
本
（
※
）
の
内
容
紹
介
と
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し

た
分
か
ち
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

印
象
深
い
内
容
で
、
厚
い
本
で
す
が
容
易
に

読
破
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

第
一
章
は
、
各
々
が
日
々
活
動
し
て
い
る
場

で
、
ス
ト
レ
ー
ト
な
キ
リ
ス
ト
の
宣
教
で
は
な

く
、
キ
リ
ス
ト
の
価
値
観
で
活
動
せ
よ
と
い
う

内
容
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
会
社
な
ど
現
実
の

社
会
で
キ
リ
ス
ト
の
価
値
観
の
み
を
通
せ
る
か

疑
問
な
所
も
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
的
な
生
き
方

が
回
り
の
人
び
と
に
感
銘
を
与
え
、
良
い
ヒ
ュ
ー

マ
ン
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え

方
が
大
事
等
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
章
は
、
教
会
の
危
機
的
な
状
況
に
つ
い
て

の
考
察
と
、
そ
の
中
で
の
信
徒
の
養
成
、
若
者

の
司
牧
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

関
し
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

最
後
に
「
悲
観
的
な
状
況
も
あ
る
が
、
楽
観
的

に
見
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
は
大
勢
の
智
恵
あ
る
人
が
い
る
か
ら
」
と

い
う
力
強
い
御
意
見
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

時
間
の
関
係
で
、
今
回
は
第
一
章
と
第
二
章
、

次
回
に
残
り
３
章
の
話
し
合
い
を
行
い
ま
す
が
、

大
変
印
象
的
な
フ
レ
ー
ズ
に
満
ち
、
力
づ
け
ら

れ
る
内
容
で
す
の
で
、
是
非
皆
様
次
回
（
９
月
）

の
御
参
加
を
御
願
い
致
し
ま
す
。（
岩
渕 

英
介
）

（
※
）「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
伝
え
る
た
め
の
新
し
い
福
音

宣
教
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
世
界
代
表
司
教
会
議

 

（
シ
ノ
ド
ス
）
後
の
使
徒
的
勧
告
の
文
書
で
す
。

 

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
発
行  1600

円
。

信
徒
の
会　

７
月
度
例
会
報
告


